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資料４ 

議員説明会 会議録 

会 議 の 名 称 第３次伊勢崎市総合計画策定の進捗状況に係る説明会 

開 催 日 時 
令和６年６月２４日（月） 

午後１時３０分～午後３時００分 

開 催 場 所 議会棟第１～第３委員会室 

出 席 者 

議員：２７名  

市側出席者： 臂市長、下城副市長、藤原副市長、三好教

育長、新井総務部長、星野企画部長、丸橋財政部長、細井

市民部長、深澤環境部長、高柳健康推進部長、石橋福祉こ

ども部長、清水長寿社会部長、定形産業経済部長、田中農

政部長、大橋建設部長、山田都市計画部長、高木公営事業

部長、柳澤上下水道局長、矢内消防長、小此木経営企画部

長、大森会計管理者、下城監査委員事務局長、小林教育部

長、川端企画部副部長、倉上企画調整課長 

会 議 の 議 題 第３次伊勢崎市総合計画策定の進捗状況について 

会議資料の内容 
・資料1_市民参画の結果について 

・資料2_前期アクションプランの重点施策について 

会議における 

議事の経過及び 

発言の要旨 

〇開会 下城副市長 

〇説明 読み原稿にて臂市長説明 

〇質疑 

【議員】 

 今回の説明会における議員の意見は、審議会に対して、

会議録の形で示されるのか。あるいは重点施策のページを

修正して示されるのか。 

 【企画部長】 

庁内の検討組織へ持ち帰るが、会議録と、必要な修正を

加えた重点施策ページの両方で示したい。 

 

【議員】 

「1-2子どもの成長に応じた学校教育の充実」につい

て、学校教育に関する重点施策が１つにまとめられている

が、大まか過ぎではないか。また、不登校に対しての市の

取組の方向性が見えない。幼児教育についても記載がな

い。 

また、「1-3子ども・青少年の心身の育成」について、

学校給食について、第２次総合計画では地産地消やアレル

ギー対策など細かく記載されていた。 
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 【企画部長】 

基礎調査の結果等から導いた７つの政策毎の押さえるべ

きトピックスを整理し、重点施策とした。課題等を検討さ

せていただく。 

 【藤原副市長】 

総合計画は市の最上位計画であり、個別の取組は関連計

画の中で取り組んでいけると考えている。また、子育て・

教育政策は重要だと考えており、１つ目の政策として掲げ

ている。 

 【議員】 

長期ビジョンは理念的、抽象的でも良かったが、アク

ションプランには具体的な取組の記載が必要だと思う。例

えば、学校の災害対応や通学路などの安心安全対策や、学

校給食についてなどである。 

 【企画部長】 

学校給食は「1-3子ども・青少年の心身の育成」におい

て学校給食充実事業に取り組んでいく。学校等の安心安全

対策は庁内で検討させていただく。 

 

 

【議員】 

「1-2子どもの成長に応じた学校教育の充実」につい

て、現状と課題に不登校やいじめの記載があるが、市内の

不登校の児童・生徒数は多く、課題認識が甘いのではない

か。不登校対策の目標値を掲げ、危機感をもってやって欲

しい。 

 【市長】 

しっかり対策に取り組んでいく必要があると感じてい

る。今回お示しした前期アクションプランは、枠組みを示

したもので、完成品ではない。盛り込むべき要素や項目に

ついて意見をいただき、計画を作っていきたい。 

 

 

【議員】 

 いつまでに意見を示せばよいか。また、まちづくり市民

ワークショップの参加者は、どのように集めたのか。 

 【企画部長】 

意見は本日中にいただきたい。 

 【企画調整課長】 

まちづくり市民ワークショップの参加者は、公募により

集めた。 

 【議員】 

ワークショップは、少人数から特定の政策について１、
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２時間意見を聴取する手法だったが、他自治体では５０

人、１００人の同じメンバーが５回、１０回と集まって議

論する方法を取っているところがある。実施した感覚とし

て、どちらの手法が市に適していたか。 

 【企画調整課長】 

特定の政策に絞っていないものもあり、まちづくり市民

ワークショップについては、各回でテーマとする政策を変

え、全ての政策を議論いただいた。どちらの手法が、とい

うことではなく取り組んできた。 

 

 

【議員】 

「1-1子どもを産み育てる環境づくりの推進」につい

て、子育て支援センターや新保健センターの整備が位置づ

くと思うが、記載がない。 

「1-2子どもの成長に応じた学校教育の充実」につい

て、不登校対策には数値目標は馴染まないと思うが、具体

的な取組がない。 

「1-4生涯を通じた学びの機会の充実」について、新た

な図書館の整備が位置づくと思うが、記載がない。 

 【企画調整課長】 

第２次総合計画との大きな違いは、「目指す姿の実現に

向けて重点的に取り組む事業」（以下、「重点事業」とい

う。）を掲載しているところである。新保健センターの整

備等は、事業の中で検討していきたい。 

 

 

【議員】 

「1-2子どもの成長に応じた学校教育の充実」につい

て、方針１に「授業改善」と記載しているのは良いと思う

が、学校教育構想推進事業においては、現状ではきれいな

言葉しか書いていない。新たな価値観に対応できるよう学

校側も変わっていくということを追記していただきたい。

また、学力だけでなく人間力の向上も盛り込んで欲しい。 

「2-4スポーツを楽しむ環境づくりの推進」について、

スケートボード場やプール施設など、若者が楽しめる場所

の整備が必要である。 

「1-3子ども・青少年の心身の育成」について、共生に

力を入れているが、共生の支援先は高齢者や障害者等であ

り、若い世代が置いていかれないよう気を付けて欲しい。 

重点施策全体について、各重点事業の粒度感が揃ってい

ないのが気になる。 
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【議員】 

「2-5地域の支え合いによる福祉の増進」について、地

域役員等のなり手不足には、行政の介入が必要である。ま

た、施策ページに「公助」の記載がないが、注釈が入って

いるのが気になる。公助についても計画に位置付けて欲し

い。 

 【福祉こども部長】 

「公助」が本文中に出てこない件は、検討させていただ

く。なり手不足への支援は、他の施策においても課題であ

るので、行政としての後押しが必要と考えている。 

 

 

【議員】 

「1-3子ども・青少年の心身の育成」に、若者に対する

支援を盛り込む必要がある。若者に定住したい、子育てし

たいと思ってもらえるような取組を重点施策に位置付けて

欲しい。 

 

 

【議員】 

「1-4生涯を通じた学びの機会の充実」について、「学

び」に加えて「社会参加」という言葉を加えられるとよい

のではないか。この施策は、学校教育のみでなく公民館活

動なども含めた、大人から子どもまでを対象としたものだ

と思う。 

 公民館事業は、生涯学習のみでなく地域の行政の核とし

て担っているという面もある。投票率の低さや、地域の役

員の担い手不足など、社会と個人のかかわりが変化してい

る。本来であれば地域コミュニティが果たすべき役割であ

るが、それが難しくなってきている。「社会参加」という

言葉でまとめて、公民館活動にも広がりが出せるとよいと

思う。 

 【企画部長】 

社会参加に関する重点施策として、「7-3協働まちづく

りと地域活動の推進」とも関連性が高いため、一体的に検

討していきたい。 

 

【議員】 

「1-5誇れる文化財の保護・継承」について、方針３に

紐づく重点事業がないが、この点は検討されるのか。 

 【市長】 

重点事業については、予算等も考慮し、これから選定し



5 
 

ていく。文化財収蔵庫の整備については、実現可能なのか

という点も含め、これから検討していく。 

 

 

【議員】 

「1-3子ども・青少年の心身の育成」について、学校給

食無償化を幼稚園も対象として検討していただきたい。 

「2-5地域の支え合いによる福祉の増進」について、地

方自治体としては、「公助」に当たる現在の方針２を方針

１とし、現在方針１となっている「自助・互助」について

の記載を方針２とするべきであると思う。 

「3-1商工業の振興と安心して働ける環境づくりの推

進」に関連して、中小企業振興条例に関する取組につい

て、この重点施策に記載し、充実させていく姿勢を見せて

いくべきだと思う。 

「4-2魅力ある市街地の形成」の方針３に新保健セン

ターについての記載があるが、新保健センターの役割は、

主としてまちづくりに位置付けるものではないと思う。人

が集まればいいということで、まちなかを整備した訳では

ないはず。保健行政としての役割をしっかりと記載するべ

きであると思う。 

 【健康推進部長】 

子育て包括支援センター、母子保健と児童福祉の連携を

高め、新保健センターで役割を担うことになる。「2-1健

康づくりと疾病予防の推進」の中で、新保健センターの名

称は出てきていないが、方針１と方針２において実施して

いくという考えであり、現状は、名称は載せていない。 

 【議員】 

市が整備しているものが、どのような役割を果たすのか

ということを具体的に記載するべきではないかと思う。 

 【市長】 

新保健センターは、令和７年から動き出すが、新しい役

割もあるし、地域とどのように繋がっていくのかも重要で

ある。アクションプランも令和７年度からのものであるた

め、もう少し踏み込んだ記載をしていく必要があると思

う。 

伊勢崎織物協同組合の土地利用についても、基本構想を

作成しているところ。学校教育や図書館との関係性など、

どこまでアクションプランに反映できるか検討していきた

い。 

 

 

【議員】 
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「3-1商工業の振興と安心して働ける環境づくりの推

進」に関連して、労働力としての外国籍住民のこれからの

方針について、今後非常に重要になってくると思うが、ど

のように総合計画に反映していくのか。 

【産業経済部長】 

現状は明記されていないため、改めて検討していきた

い。 

 

 

【議員】 

「4-2魅力ある市街地の形成」について、図書館がその

場所に必要だから移転するのか、あるいは、まちづくりの

観点からの移転になるのか、整理が必要である。 

 

「2-1健康づくりと疾病予防の推進」について、新型コ

ロナが５類に移行となって、一言も触れられていないが、

なんらかの対応を掲げてほしい。 

「2-3社会保険制度の健全な運営」について、特定健診

について、これまでの目標値を下げずに実施していただき

たい。 

「2-6高齢者の生き生きとした暮らしの推進」につい

て、老人会の活動が減っている。役員のなり手がいない。

老人会の活動への支援を記載していただきたい。 

「3-3効率的かつ安定的な農業の推進」について、新規

就農者数をしっかり確保できる目標を設定していただきた

い。また、耕作放棄地に対しても、数値目標を掲げ、具体

的な取組をしていただきたい。 

「4-2魅力ある市街地の形成」に関連して、空き家対策

について、自発的な取組を促すとあるが、もう少し具体的

な取組を記載していただきたい。 

「4-4利便性の高い公共交通ネットワークの確立」につ

いて、今年から始まっているタクシー活用事業は記載があ

るが、これから５年間は更なる取組がないように見える。

もう少し今後の取組について含みを持たせた記載をしてい

ただきたい。 

「4-6心安らぐ住環境の整備」について、古い市営住宅

では入居数が半分以下である実態に対してどのように取り

組んでいくのか。 

また一方で、住宅確保要配慮者については、具体的に方

針に記載されていないので、記載していただきたい。 

「7-2人権を尊重するまちづくりの推進」に関連して、

隣保館の老朽化について、方針を具体的に記載していただ

きたい。 
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また、審議会等の女性比率について、しっかりと市の方

針として３０％以上にすると明記していただきたい。 

「7-3協働まちづくりと地域活動の推進」について、区

長の取り扱う事務の負担が大きい。負担軽減について掲げ

て、取り組んでほしい。 

 

 

【議員】 

「1-1子どもを産み育てる環境づくりの推進」につい

て、現状と課題の中で、高齢化及び未婚化の記載はある

が、少子化に触れなくてよいのか。 

「1-2子どもの成長に応じた学校教育の充実」につい

て、方針１に教育内容の「充実」とあるが、将来を見据え

た場合に「拡充」としたほうが良いと思う。 

「1-3子ども・青少年の心身の育成」について、これか

らは、自分の地域は自分で守るという時代になる。目指す

姿の中に、「故郷を愛する心」等を加えてはどうか。 

「1-3子ども・青少年の心身の育成」に関連して、不登

校については、保護者の心が安定していないケースが非常

に多い。保護者への支援や地域の協力についての記載があ

るとよいと思う。 

「1-2子どもの成長に応じた学校教育の充実」及び「1-3

子ども・青少年の心身の育成」について、これからの１０

年では、変化のスピードが非常に早くなる。もう少し踏み

込んだ記載ができるとよいと思う。 

 

 

【議員】 

「3-2企業誘致の推進と販路拡大の促進」に関連して、

雇用の確保について、企業誘致のみでなく、しっかり位置

付けていただきたい。 

「1-2子どもの成長に応じた学校教育の充実」に関連し

て、誰一人取り残さない教育について、学習支援の取組を

お願いしたい。 

「3-1商工業の振興と安心して働ける環境づくりの推

進」に関連して、伊勢崎銘仙について触れていなければ、

記載していただきたい。 

「5-3交通安全対策の推進」について、死亡事故が多く

市長宣言を出した経緯もある。記載内容をさらに充実して

いただきたい。 

 「4-2魅力ある市街地の形成」の方針３の重点事業に

「図書館を核とした公共施設と民間施設による複合的な機

能を持たせた拠点の整備」との記載があるが、図書館の整
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備は確定事項なのか。 

 【市長】 

 図書館の整備については、伊勢崎織物協同組合との調整

や、民間事業者の活用の検討が必要であり、まだ結論が出

ていない状況である。 

 

 

【議員】 

「6-1脱炭素社会の推進」について、カーボンニュート

ラルについての記載があってよいのではないか。 

 【環境部長】 

カーボンニュートラルの記載について検討したい。 

 

 

【議員】 

「6-2循環型社会の推進」について、ライフスタイルの

変化に伴い、紙おむつの増加など、新たなごみの問題にも

注目しながら取組を考えていただきたい。 

 【環境部長】 

明記はしていないが、方針２において、紙おむつについ

ても含めた記載としている。 

  

 

【議員】 

「6-3豊かな自然環境の保全と衛生的な生活環境の推

進」について、緑化政策をどのように進めていくのかが重

要。さまざまな開発がされ、便利な伊勢崎市ということも

重要であるが、緑をいかに維持していくのかも検討してい

ただきたい。 

 

 

【議員】 

 「3-1商工業の振興と安心して働ける環境づくりの推

進」について、ページの内容と写真が一致していないよう

に思う。 

 「4-2魅力ある市街地の形成」の住宅地の写真につい

て、家屋の持ち主に掲載の許諾を取っておくべきである。 

 

 

〇閉会 下城副市長 

 


